
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 平成 26年度、第 32 回子どもの主張意見文コンクールにおいて、中神小学校 6年生 二人の方が受賞されました。お祝いの

記念といたしまして、今回は二人目 希代 龍太さんの意見文を掲載させて頂きます。  

 毎度のことながら主張意見文の内容には説得力があり、私たち大人は児童の数倍も豊富な人生経験を持つにもかかわらず、

感心させられ身の引き締まる思いになります。 

地域の皆さん、この子供の主張意見文をご覧になって下さい。   市民会議会員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選  ポイ捨てをなくすには             中神小学校 六年   希代 龍太 

 ぼくの学校のまわりには、いこい公園という公園があります。そこの近くのだがし屋のおばさんが朝
ゴミをビニールぶくろいっぱいに拾っていました。ぼくは、だがし屋のおばさんに「いつもこんなにゴ

ミがあるんですか。」と聞きました。するとだがし屋のおばさんが「そうですよ。」といいました。ぼく
は、心が苦しくなりました。どうして捨てる人が楽をして、きれいにしようとしている人が苦労するの
でしょうか。 

 ぼくの所属している、サッカーチームでは、毎年６年生が多摩川清掃に行っています。ぼくも今年の
４月にその活動に参加しました。この活動は、今年で三十六回目だそうです。今年の参加人数は、二千
六百十九人、拾われたゴミの量は、二千六百九十㎏、ほとんど去年と変わりはありません。たくさんの
人が参加してきれいにしていても、また一年間で同じ量のゴミが捨てられていると知り、おどろきまし
た。そして、悲しくなりました。 

 ぼくは、毎年、家族で伊豆の海に旅行に行きます。そこで砂浜をきれいにする活動、ビーチクリーン
に参加しています。拾ったゴミの量は少ないけれど、毎年行くとゴミが落ちています。 

 ぼくは、どうしたらポイ捨てがなくなるのか考えてみました。 

 一つめは、一人一人がポイ捨てをしないということです。どんなにポイ捨てをしてはいけないと思っ
ていても、周りの人につられてしまうこともあります。でも、そこで周りの人につられず、ゴミはゴミ
箱に捨てるというくせをつければ、ポイ捨てはなくなると思います。 

 二つめは、自分からゴミを拾うということです。そういえば家族で出かけた時に、兄が荷物を入れる

ロッカーに入っていたゴミをだまってゴミ箱に捨てていました。兄は、えらいと思います。ぼくは、兄
に「自分のゴミじゃないのに何で捨てたの？」と聞きました。兄は、「あたり前のことをあたり前にし
ただけだよ。」と言いました。ぼくだったら見て見ぬふりをしてしまうと思うので兄はすごいと思いま
す。これからは、自分のゴミじゃなくてもゴミが落ちていたら拾うようにしたいです。 

 三つめは、声かけをするということです。ぼくの友だちがポイ捨てをしていたら「ポイ捨ては、やめ
ようよ。」と伝えていきたいです。ぼくは代表委員なので、ぼくが中心となり、学校にポスターをはっ
たり、みんなが集まる朝会で「ポイ捨ては、やめましょう。」と伝えたりしていきたいです。 

 捨ててしまう人の心が変わらないとポイ捨てはなくならないかもしれないけれど、それでもぼくは、

声をかけていきたいです。 

健康講座へのお誘い「笑いヨガ」を体験してみませんか。 

講師 NPO法人  ラフターヨガ ジャパン 森川 慶記 氏 

日時 3月 19日（木）10時～12時 

場所 市民交流センター 松の間 

持ち物 飲料水、タオル、５本指ソックス（あれば）  

連絡先「自然健康部会」松本  ＴＥＬ 544-1379 
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青色防犯パトロールへのお誘い 

あきしま・街づくり市民会議・なかがみの、防犯防災部会は、市

民が詐欺などの犯罪防止・交通安全に向け、「青パト」車で町内

を回り、安心安全な街づくりの活動を行っています。 

「青パト」車の巡回に参加してみませんか。 

連絡先 市・生活コミュニティ課 ＴＥＬ 544－5111内線（2275） 

 

 


